





















ム単段柿4号lr_および カモジグサJ･.で, 何代もくり返し縦代増遜すると, 農林4号上て



































供試 コム平Fu佐一tQJびカIt-ジグ -tJ-,iJ検定するときには,燭境条件 u'尭柄掛射二及ぼトル
轡を少なくするた桝こ,コム=t-'に対 Lて感渠型 lOj病故を小 用 職 曲系をコントp-ルと
L.て用い,この菌糸が感触型 1頻度の病故を示したときに調j!tした.
突畝は,日中 (7-19時)は 22-25oC.榔ij(19･-7時)8上10-15oCに調節 した温室
実 験 結 果







捌 仁4号上 で1FiJ他苗場 Lた雑砿92伯系をコムヤ24.T.I椎には威Lたところ,感梨型 4
を示す簡糸はヨ用/(に少なく,A.と 亡2のL･.LFjの蚊応を示すものが多かった.供試したコ
ムギ品種の うち.病原性と非病原性とLr)分軌比れ 1:1あるいは 1‥3になったものを
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Tablelにおいて 1:1の分離比を小 した.-l].価の埼侶 ･二は,ALのもつ 1つの非病原作
遺伝子が,1:301)1右,L合, 2つの非病原性油l汗 がl喝ウニしていることを示 している,
3, Seneca上の雑種菌系の病原性
コムキ品種 Seneca上で単胞 7-培適 した維硫 61蘭系をコムキ 52品砧に接顧Lたとこ
ら,病原性と非病原性の'Jul'u合札 1:1に分離LたコムギL',n徴を Table2に示した,なお,
Tablelにおいて 1:1の分離比/f/-i(したれ Seneca上U,)雑種腐系では 1I.3の分雌比を
Tclble 2l ChSSir]catlOn Ol611叩loid l汀Ogeny CLlltulPS from crossoI























示 したコムギ品椎も Table2に示した.Table1,2より,Alの TurkeyRedに対する
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あった.このことから SeleCaに対 して.･i.JL､大鋸た盟を/Jけ 菌糸は.旭のコムキ品性に対し
ても高い病原性をもっていることか明らかになった.
そ,tlぞjLu)灘機構系U)-Jムギ40▲r"L鶴に刈する総柄掠ノJとカlー1-ンクlJ13系紬 こ対するそ
れとの閥妊/a,Fig.2に示 しFJ. これF)のEig係は r--0.23という負の値とFLCり,有意差
が見られなかった. しかし, コムヤ401IT7]概に対する総病原力とカモジグサ3系統に対す
るそれとの問には負の′打順拍ミあるようであった.
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れる,TurkeyRed と Swan86や TurkeyRedと ChancelloruJ組合わせては,分離


























29 16 日 33 ,LJl,001
27 18 21 26 .5-.3
36 () 7 40 sLTlaH
J,5 10 11 36 sl1,111
28 17 23 24 .5-,3
22 21 26 ?:う .9
2(J ld LLL 35 .O1-.001
2() 日 17 3 2 .02-.OL
;)1 22 30 19 .5-,3
21.3 L):', 18 26 .7-.5
25 23 21 23 .9
36 12 15 29 smal
㌧cneca TalChu2 33 t() 13 26 snlaH
こうtlneCa ChanceHor 26 17 25 24 ,5-.3
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つぎに,病原性と非柄原作とか 1:30)分配比を小 した ChamplOnWhllefEどの 5lL.i,




(2) SelleCa上の雑種菌系 17｣項と同様lノ)ノj法で,Table2において 1:1および 1:
3の分郎比を)卜した品凪 1/C/filLj,Lた拙梨を 2つずつ机合わせることIrより.そ]Lらに刃
するAlのjl病馴士遇LiTl川の連鎖周係をI･/jI,.JLた.




pnLhogL.nicity of6Lpr叩ely ClILurCSOn ＼VlCatVarleLleS
＼,helHlePt.OgenyCu目し11でhWPrで1SOILlle,1;)Hrlg1-OwnOnWheat
cv.Seneca
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と非栃原性とが 1:1の割合で分離したことから.見かけ上は l池伝lr･か朗与して いるよ
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うに考えら)Lた. しかし, そ′iLらの仏系か捜林4I,才⊥もか ､ほ Seneca上で選抜さh･li




び TurkeyRed)に対するA▲の非桐原性超krを Table6に小すように, それぞれ


































は An)An2の2拙伝Ij=･が関与しているため, 分離比は3:1になるはずである. しか し,
An■とAslが勘 妾に連鎖しているため,An,,ir･もつすべ ての雑趣伯系はすでに Seneca
上で選抜されている. 従って, Ll!L休4i,LiこklJL 亡は,An2のJ*が関与す るため,1:1の
分謝り七を示 したと考えられる.また,1割ネ4号に対1る･)1･一病原性遺伝子との連鎖関仁和二は
AIL2が閑 hJLしていると考えてよい.また鹿帖1号上の酢慈由系 では,Alの Swan86に
対する非病原性遺伝了 (AsuJ,AsuJ2)の うち,AsztJ.は An2と雀接に連鎖しているため,
粒体4巧一上の雑種将系はすでに Aswlを持っていたい. 従 ってこれらの偽系は Asu)2が
闇 Jj-するのて,Swan86-Cは1:1の分雌比を/i:した.
Senecaの推称菌系で札 A,の Swna86に対する2つの非病原性遇に (･ほ,As.およ






二rIのうどんこ柄僻の据′L性の分化に抹い開抗/7L.あ りそ ･jに考えl~'ノtLた.二九 r,の点をさら
に解明するために,カモジ'/サLT〕うとんこ病-lil-Alの ｣ムギ7.'1n師 二対守 る:腸痛原作逝fJi･
川'lJu)適例郡T'を軟討Ll=.



















ということは, コムギ40Jl.'-種の小の多くのコムギIH]l硬に病原性であ り, 多 くのコムギ品
Gly/I:(1EJ恥) 77
磯に病原性があるということは多くの病原性冶転子を持っているということである.多 く






において BlackRussianと RICar･doおよび Hannaと Atlasに対する病原性過伝f刑
の連鎖を報告しているが,BlackRusslanと Ricar'doに対する病慣性冶伝了が興なって
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forNorinNo.4,Senec,1,TurkeyRed,Taichu2,Swan86,Chance101-and Mayo64.
whichhadbeenderlVed from E.bOl･aminlSI.sp.agrDj)yrLandnanledAn.An2,As,Asp,
Atr.ノ4tr2,AlatAEa2AtaS,Asw.A.W2Ach.Ach2andAmalAma2Ama3,reSPeCllVely.
wereseparated into41ink<1:iPgrOLlPS,namely,An2-A7nO2-Alo2-Asw.-Ach.,As乞
1Amo1-AtaI▲1Lr2,Ama31Atr.-Alas-An.-,4S.andAsu)21Ach2.ユnthelhlrdlinkage
group,jlma3-!llrt-Ala3Wasfar.remotefromAsl.Sue.U,.rStlngtha亡therelSnOllnkage
relationsh∫pbetween[hesegenes.
In､′leW 01thellgh亡linkageamonga､′iruLencegeleSforwheatderivedfronl
AgropyronAI.hybridcuLlureswhlChremalned vlrulen【tooneWheatculivarWere
conslderedt〔)h(1､,enOAtgenes.hencebeingcapableofinfectingother＼′heatcultlVarS.
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